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各部の名称

首振り止めノブ 

ミストリング ミストノズル(ストレーナ内蔵) 
ファン頭部 

ファンコントロールスイッチ 

上下角調節ノブ 

コントロールパネル 

給水ホース取付口 

吸水口 

シースタンク 

水位ゲージ 

キャスター 

排水口(ストレーナ内蔵) 

エア抜きボタン 車輪 

高圧ホース プラグ(ストレーナ内蔵) 

接続口（ワンタッチ

カプラ付） 

プライマリー 

ポンプ 
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 アース線の結線無しで本機を使用すると重大な事故が発生する恐れがあります。

 危険  保守・点検の際は必ず電源を「停止」にして，かつプラグを抜いてください。

 電子機器を濡れた手でさわらないでください。感電する恐れがあります。

 カバーをはずして運転しないでください。ケガをする恐れがあります。

 本機の積み降ろし時はタンクの水を抜いてください。

 取扱説明書をよく読んで，正しく作業してください。

 本機に直接噴射しないでください。

 短絡および漏電を引き起こす恐れがあります。

 使用後は，ホース、タンク、ストレーナの水を抜いてください。

 ホースの損傷や，折れ曲がったホース，継手金具の悪いものは，

 新品と交換してください。

            警告表示ラベルの表示位置

 警告

 注意
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①間欠運転スイッチ

②連続運転スイッチ

⑤運転ランプ

⑥渇水警告ランプ
③停止スイッチ

④電源ランプ

①間欠運転スイッチを５秒間押し続けてください。間欠運転ができます。
 ボタン １・・・噴霧４０秒，停止１５秒になります。
 ボタン ２・・・噴霧４０秒，停止２５秒になります。
 ボタン ３・・・噴霧４０秒，停止４０秒になります。

②連続運転スイッチを５秒間押し続けてください。連続運転ができます。

③停止スイッチを押すと、運転が停止します。

※ご使用前に必ず取扱説明書を読んで正しい操作をしてください。

※水抜き方法　(使用後は必ず水抜きを行ってください）
１、シースタンクの水を排水口より抜いてください。
２、⑥渇水警告ランプが点灯したのを確認した後、電源プラグをコンセントより抜いてください。
３、もう一度電源プラグをコンセントへ差し込みます。
４、エアー抜きボタンを押したまま、②連続運転スイッチを約５秒間押し続けます。
５、エアー抜きボタンのパイプより約１５秒間水が出た後自動的に停止します。
　　停止したのを確認してからエアー抜きボタンから手を離してください。
※もし渇水警告ランプが点灯して作動しない場合は、２から再度やり直してください。
６、水がシースタンクに残っていますので排水口より水を抜いてください。
７、水抜き完了です。

間欠運転　　 　：　　

連続運転   　　：　

停止スイッチ  ：

　　　　　　　 コントロールパネル操作方法
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・ミスト装置（本体，ファンＡＳＳＹ）
・取扱説明書
・保証書
・フィルタ付きノズル（０．１５ｍｍ）×６個
・クイックカプラ
※クイックカプラは水道ホース接続用です。
・ノズルセット
  フィルタ付きノズル（０．１５ｍｍ）×２個
  ノズルフィルタ×６個

・本体上のキャスターをロックしてください。
※5度以上の傾斜地には設置しないでください。

・ミスト装置の本体にファンＡＳＳＹを取り付けてください。
・本体の高圧ホース（ワンタッチカプラメス）を
　ファンリング（ワンタッチカプラオス）に確実に取り付けてください。

※運転時には圧力がかかりますので確実に取り付けてください。
　　けがをする恐れがあります。

・本体の電源コードとファンの電源コードを接続してください。

※電源コードは確実に取り付けてください。
 　また、濡れた手または電源コードが濡れた状態で接続しないでください。
　 感電、漏電のおそれがあります。

※悪天候時(強風や降雨時)は使用しないでください。

・ファンＡＳＳＹに標準装備品のフィルタ付きノズル（０．１５ｍｍ）×６個
　をミストリングに確実に取り付けてください。

※フィルタ付きノズルは確実に取り付けてください。
　水漏れ、フィルタ付きノズル、Ｏリングの破損のおそれがあります。

・移動時は本体よりファンＡＳＳＹを取り外してください。
　本体にファンＡＳＳＹを取り付けたまま移動（走行）しますと
　ファンＡＳＳＹが破損する恐れがあります。

・本機を吊り上げる際は必ず、タンクの水を抜き
  本機の吊りフックの位置に合わせて吊り上げてください。
※本機の破損のおそれがあります。

・本機をフォークリフトで作業しないでください。
※本機の破損のおそれがあります。

危険

危険

運転準備
標準装備品

運転準備

運送，移動時

危険

積み込み
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プライマリーポンプの使用方法 

・エコーレンボーミストをご使用になられる前に必ず、手順に従ってエアー抜き（水出し）を行ってください。

※電源が切れていることを必ず確認してください。

①シースタンクの吸水口または吸水ホース
　取付口よりシースタンクに水を入れて
　ください。 

②プライマリーポンプをつかみ少し手前に
　引き出してください。 
　シースタンクに水が入っていることを確
　認してください。エアー抜きボタンを押
　したままでエアー抜きボタンのパイプか
　ら水が出てくるまで、プライマリーポン
　プを握ったり離したりを繰り返してくだ
　さい。

     ※３０秒以上行っても水が出ない場合は、配管の折れ、詰まり等が
    　　ないか確認し、再度、操作してください。

③プライマリーポンプをプライマリーポン
　プ固定金具に奥までしっかりと取り付け
　てください。

④エアー抜き(水出し)の作業は完了です。
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●　このレインボー ミスト を長期ご使用しない場合には、必ずタンク内を清掃し
　 　水抜き方法に従いポンプより水抜きを行ってから保管してください。
　　 （使用後タンク内に水を入れたまま放置すると雑菌が繁殖する恐れがあります。）

●　湿気・ホコリの少ない場所に保管してください。

●　長期保管後（新品、未使用除く）は、タンク内を清掃してから消毒を行ってご使用ください。

タンク内消毒要領

　１　タンク内の水抜きをする。

　２　タンク内に消毒液（消毒液の作り方を参照）を入れ３分間ミスト装置を運転しノズルより噴霧してください。

　３　ミスト装置を停止します。

　４　タンク内の消毒液を排水口より抜き、消毒液が残らないように
　　　タンク内を水道水で清掃してください。

　５　再度タンクに水を入れミスト装置を運転しノズルより３分間噴霧してください。

　６　使用後は水抜き方法に従って水抜きを行ってください。（Ｐ６参照）

消毒液の種類

※　次亜塩素酸ナトリウム⇒市販の「 家庭用塩素系漂白剤」

塩素消毒（次亜塩素酸ナトリウム）を行う場合の希釈倍率

消毒液の作り方

                                        

長期保管について

用 途 実 行 有 効 塩 素 希 釈 倍 率 希 釈 例
水（飲料水、プール、排水） ０．８ｐｐｍ～１．０ｐｐｍ 約１４０，０００倍 １ｍＬ／１４０Ｌ水

 ２Ｌ 

  よく洗った 

× 3.5 

水７Ｌ 

ペットボトルのキャップ 

（０．２５ｍＬ× 約５％／７０００ｍＬ≒約０．０００１％） 
金属製でない 

水 

 ２Ｌ 

  よく洗った 

《用意する物》 

   家庭用 

原液濃度約５％ 
金属製でない 

漂白剤の原液は強アルカリ性な

ので、「じょうご」と「ビニール手袋」

   

金属製でない 
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点検・整備・仕様

(最初は50時間使用後、その後は100時間使用後
または1年に1回行なってください。)

●ストレーナの汚れを点検し、ゴミや異物などを
　　水で洗い流し詰まりを除去します。

冬期間、水が凍結する恐れのある地域では
必ず水抜きを行なってください。

凍結による不具合などは、メーカーの責任外
となりますので、ご注意ください。

※定期点検・整備を行わないと不具合の発生原因になります。
　この場合メーカーの責任外となりますので、ご注意ください。

仕様

電圧（Ｖ）

１００

６．５ ７４０×５２５×１，６６０～１，８６５

１４１５／１７２０

寸法（Ｌ×Ｗ×Ｈ）単位㎜

ＷＭ－５６０D ３１０／３５０５０／６０ ４４．７

ポンプ最大吐出水量（Ｌ／ｍｉｎ）

０．４／０．５

吐出圧力ＭＰａ

ストレーナ

重     要

型式 消費電力（Ｗ）周波数（Hｚ） 本体質量（㎏） 回転数（min
-1

）

ポンプ 油量確認

交換

ポンプのオイル交換

約１００時間ごと又は月１度ミストノズル

毎回使用後　[プラグと排水口に内蔵のストレーナ]

毎回使用前

部　品　名 整　備　内　容

ポンプ オイル交換

整　　備　　時　　期

初回は50時間使用後、以降100時間ごと/1年に1度

ストレーナ 清掃

●この表の時期にしたがって、整備・点検を 

    行なってください。ただし、実際の使用条 

    件や使用回数により必要と判断した場合 

ＳE級以上のＳＡＥ１０Ｗ－３０エンジンオイルを 

６５ｃｃ使用してください。 
オイルドレン 

オイルゲージ 

オイルレベル 

プラグに内蔵のストレーナ 

排水口に内蔵のストレー
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※水漏れ・オイル漏れ等が発生した場合は、販売店に連絡を取り必ず修理を行ってください。
　修理しないままでご使用頂くと重大な故障を引き起こす原因ともなりますので注意してください。

※１　リセット方法

グロメット

起動時モーターが回らない 渇水ランプが点灯 水道の元栓を開ける

リセットスイッチが作動している
リセットスイッチのボタンを押し込む※１

（リセットスイッチのボタンが飛び出ている）

電源の不良 電源の確認（単相，１００Ｖ）

ノズルの詰まり ノズルの清掃又はノズルフィルタの交換

ポンプ内のＵパッキンの摩耗、損傷 Ｕパッキンの交換

電磁弁への異物付着 電磁弁の清掃又は交換

ノズルからの噴霧が プレッシャバルブの作動不良 プレッシャバルブの清掃又はＯリングの交換

安定しない ポンプ内のバルブＡＳＳＹの固着
バルブＡＳＳＹの清掃又は交換

又はゴミ等の詰まり

ノズルの詰まり ノズルの清掃又はノズルフィルタの交換

ポンプ内のＵパッキンの摩耗、損傷 Ｕパッキンの交換

電磁弁への異物付着 電磁弁の清掃又は交換

ポンプ内のＵパッキンの摩耗、損傷 Ｕパッキンの交換

ノズルから噴霧しない ポンプ内のバルブＡＳＳＹの固着
バルブＡＳＳＹの清掃又は交換

又はゴミ等の詰まり

ポンプ内のバルブＡＳＳＹの固着 高圧ホースに水道ホースを直接し運転する

又はゴミ等の詰まり バルブＡＳＳＹの清掃又は交換

排水口に内蔵のストレーナの目詰まり キャップを外しストレーナの清掃

故障診断

症状 原因 対策

水を吸わない 水道水が供給されていない 水道の元栓を開ける

白いカバー内のボタンが飛び出ていると 

保護機能が働いています。 

後ろカバーのグロメットを手で外して 

指で白いカバー内のボタンを軽く押してください。 

白いカバー内のボタンが左のように押し込まれ 

たらモーターが作動します。 
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